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02  旧加悦町役場庁舎 令和の大修理～耐震工事が進みました～

07  第八回与謝野町蕪村顕彰全国俳句大会

16　宮津与謝病児保育所「りりふる」を開設しました

今月の表紙 与謝野町小・中学校音楽フェスティバル
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旧加悦町役場庁舎保存活用改修工事の着工から４ヵ月半が過ぎました。今回は、10 月中ごろから
約１ヵ月間の工事の進ちょくをお伝えします。９月の屋内の基礎工事に続き、10 月末には外周の基
礎工事を終えました。11 月から耐震補強工事や木工事などを始め、建物内は一層工事現場らしくなっ
てきました。

旧加悦町役場庁舎　令和の大修理
～修理によって建物が息を吹きかえし、人々の交流が生まれる場として未来へつづくことを願って～

ちりめん街道のコンシェルジュ《案内役》

耐震工事が進みました

■シリーズ「旧加悦町役場庁舎 令和の大修理」

左・右　鉄骨の新設には、11 月６日・７日の丸 2 日間を要しました。修理工事のため重機が入らず、人力での大変な作業となりました。

外
壁
の
修
理

外
部
に
足
場
を
組
み
、ま
ず
、外
壁
の
ク
ラ
ッ

ク
（
ひ
び
割
れ
）
の
詳
細
調
査
と
雨
樋
の
劣
化

度
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外
壁

を
高
圧
洗
浄
し
、
表
面
の
汚
れ
を
落
と
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
ク
ラ
ッ
ク
の
補
修
工
事
に
入
り

ま
す
。

【足場が組まれた外壁】大規模に足場を組んだ機会を利用し、大
屋根の状態も確認しました。雨漏りはありませんでしたが、大屋
根の装飾にもなっている換気棟のアーチ型の窓枠が積層の木材で
つくられていて、木部の経年劣化から、大雨の時などに雨水が建
物内に入り込むことが分かりました。今回の工事で修繕します。

【外部の基礎部分】外周の基礎工事が終わ
り、既存の基礎を内と外の両側から補強で
きました。床下への雨水侵入の原因や床下
換気を妨げていた屋外スロープは撤去し、
側溝を設けました。

11 月５日、耐震補強のため新設の柱４本を据えました。この柱が新設する鉄骨梁を支えます。

※今後も工事の進ちょくとともに、事業に関する話題をお伝えしていきます

耐
震
補
強
工
事

２
階
も
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
耐
震
補
強
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。
上
部

（
２
階
以
上
）
の
荷
重
を
支
え
、
建
物
の
ね
じ

れ
を
防
ぐ
鉄
骨
梁
と
柱
４
本
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。
工
事
の
要
と
な
る
工
程
の
ひ
と
つ
で

す
。
ま
た
、
外
周
に
あ
る
方
杖
が
つ
く
柱
を
添

柱
で
補
強
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、荒
壁
（
土
壁
）

パ
ネ
ル
で
旧
町
長
室
な
ど
北
側
居
室
等
の
壁
を

補
強
し
ま
す
。

11 月 14 日の建物内部（１階）。外周の柱は内側から添柱で補強しました。

天
井
や
内
壁
も

天
井
や
内
壁
（
漆
喰
壁
）
の
修
理
も
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
設
の
梁
と
柱
が
納
ま
り
、

１
階
床
下
の
木
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。
２
階

旧
議
場
の
天
井
板
は
、
当
時
は
新
素
材
と
し
て

高
級
で
あ
っ
た
ベ
ニ
ヤ
板
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
う
ち
、
４
枚
の
み
に
装
飾
が
施
さ
れ
て

い
て
、こ
の
４
枚
だ
け
が
現
存
し
ま
す
。
他
は
、

雨
漏
り
に
よ
っ
て
た
わ
み
、
多
孔
質
の
ボ
ー
ド

に
張
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
修
理

で
天
井
板
も
ベ
ニ
ヤ
板
で
復
原
し
ま
す
。 修理中の２階旧議場の漆喰壁。建築当

初は薄いクリーム色（黄大津）であっ
たことが分かり、本工事で復原します。現存する建築当初の天井板
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A L Tリレーコラム ［第 101 回　日本のアニメ文化について　by ジリアン・デイビス］	 COLUMN

皆 さん、こんにちは。今回は私の好きな日本の
アニメ文化について書きたいと思います。

日本のアニメの表現技術はとてもすばらしいもの
だと思います。多くの人に愛されるかわいらしい
キャラクターや、美しい表現、魅力的なストーリー
は私をわくわくさせます。
かつては子どもを中心とした、あまり
一般的でない「サブカルチャー」扱いで
したが，日本の「クールジャパン」戦略
もあり、今や海外でも高く評価されてい
ます。人気アニメである「ポケモン」な
どは世界的に知られており、もはや世界
共通言語であると思います。
日本のアニメは 1980 年代ごろアメ
リカで一大ブームを巻き起こしました。
その後私の故郷イギリスでは 2000 年
ごろブームとなりました。私も幼いころ、ジブリの
「千と千尋の神隠し」を見て、その美しく、幻想的
な描写に驚き、とても感動したことを覚えています。
近年、ますますその人気は高まりつつあり、現在
ではほとんどの若者が日常的に日本のアニメ文化に
接しています。
イギリスの大学の多くには日本のアニメ同好会が
あります。私も大学時代はそれらの同好会でさまざ
まな人とたくさんの交流をしました。日本発の文化
がイギリスのような遠い国で親しまれ、さまざまな

人々をつなぐ役割を担っていることを興味深く思い
ます。

日本のアニメ文化はまた、外国人が日本語を学ぶ
ときにも役立ちます。日本語には他に類を見ないほ
ど多くの表現があり、習得することが最も難しい言
語の一つといわれています。しかし、日本のアニメ

を見ながら日本語の音声と英語の字幕を
比べることで、知らない日本語があった
としても、楽しく学ぶことができます。

私は日本で暮らし始めて２年がたちま
すが、やはり日本語は難しく、たびたび
日本語が身につかないことで焦ったり、
悲しい気持ちになったりすることがあり
ます。そんな時には、日本のアニメを見
て楽しく学んだり、また、大学でそうで
あったように、生徒と人気のアニメの話

で盛り上がったりできるため、とても日本の生活の
助けになっています。

今後、今にも増して世界は日本のアニメに夢中に
なることでしょう。皆さんのお勧めの日本のアニメ
があればぜひ教えてください！

アニメ「進撃の巨人」も大好きです！

与謝野町観光協会ＨＰでは、インバウン

ド（訪日観光客）向けに、ＡＬＴが外国

人目線で与謝野町の魅力を発信する「ALT 

Eyes」を随時更新中。旬の話題が盛りだく

さんの観光協会ＨＰをぜひご覧ください！ 観光協会ＨＰ

日
本
遺
産
「
三
〇
〇
年

を
紡
ぐ
絹
が
織
り
成

す
丹
後
ち
り
め
ん
回
廊
」
構
成

文
化
財
で
あ
る
旧
尾
藤
家
住
宅

に
残
さ
れ
て
い
た
襖
絵
の
中

か
ら
、
幕
末
の
京
都
画
壇
の

四
条
派
の
画
家
、
横よ

こ
や
ま山

清せ
い

暉き

（
１
７
９
３
年
～
１
８
６
４
年
）

が
描
い
た
「
波は

濤と
う

に
水

す
い
き
ん禽

図ず

」

を
紹
介
し
ま
す
。

四
面
の
襖
全
面
に
荒
波
が
大

き
く
う
ね
り
、
岩
に
打
ち
つ
け

て
い
ま
す
。
岩
の
上
に

は
鴨
が
羽
を
休
め
て
お

り
、
う
ち
一
羽
は
飛
び

来
る
仲
間
を
呼
ぶ
か
の

よ
う
に
空
に
向
か
っ
て

鳴
い
て
い
ま
す
。

荒
海
と
鴨
と
い
う
冬

ら
し
い
画
題
を
、
な
め

ら
か
な
描
線
と
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
構
図
で
描
い

て
い
ま
す
。
襖
四
面
の

下
半
分
に
大
き
な
カ
ー

ブ
を
描
い
て
盛
り
上
が

る
波
の
横
Ｓ
字
を
配

し
、
上
半
分
は
四
条
派

の
特
徴
で
あ
る
余
白
が

大
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
岩
の
上
で
呼
ぶ
鴨

と
飛
び
来
る
鴨
を
結
ぶ

時の贈り物［ 第106回　鴨の襖絵～日本遺産関連文化財～ ] 

斜
め
の
直
線
が
絶
妙
な
ア
ク
セ

ン
ト
と
な
り
、
ま
た
上
下
で
異

な
る
描
写
を
見
事
に
繋
い
で
も

い
ま
す
。

尾
藤
家
で
こ
の
襖
絵
は
、
煎

茶
趣
味
で
作
ら
れ
た
新
座
敷

（
洋
館
下
の
座
敷
）
の
客
用
襖

で
あ
り
ま
し
た
。

当
主
の
高
い
趣
味
性
と
、
冬

の
お
も
て
な
し
の
心
が
う
か
が

え
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）横山清暉筆「波濤に水禽図」紙本淡彩　襖四面（与謝野町指定文化財）

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

Info　　図書館おはなし会

■日時 12月27日（金） ※毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 92 回「お祖母さんのお年玉」

宮津ロータリークラブ様から図書を寄贈いただきました
宮津ロータリークラブ様（会長早石直美氏）から、地域活性化や国際社会における人材育成・生涯

学習に役立ててほしいと、246 冊（50 万円相当）の新刊幼児・児童書を図書館へ寄贈いただきました。
これを受け 11 月 19 日に宮津ロータリークラブ例会の中で贈呈式が行われ、塩見教育長から早石

会長へ感謝状をお渡ししたあと、与謝野町の教育行政に関して約 30 分間のスピーチが行われました。
寄贈された本は、図書館３館で、閲覧・貸出できるようになっていますのでぜひご利用ください。

贈呈式にて（左から矢野図書館長、早石会長、塩見教育長） 寄贈本は特集の棚にあります

年末年始期間の開館情報

来年も変わらずご利用くださいますようよろしくお願いします。
【年末年始休館期間】　12 月 28 日（土）～１月４日（土）
【年内開館最終日】　　12 月 27 日（金）　※ 12 月 26 日（木）は館内整理日のため休館
【新年開館初日】　　　1 月５日（日）　

年内は 12 月 27 日まで！
新年は１月５日から！

１月 13 日（月・祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。
祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川分室は火曜日）が重なる場合は、休館日となりますのでご
注意ください。休館日と重ならない祝日は、通常どおり開館しています。

一般書  ●『落語－哲学』中村昇／亜紀
書房 ●『明智光秀と織田信長』明智憲
三郎／宝島社 ●『大人のひきこもり』
池上正樹／講談社 ●『定価のない本』

門井慶喜／東京創元社 ●『ムゲンのｉ 全２巻』知
念実希人／双葉社  ●『伯爵のお気に入り』向田邦

今月の
新着図書

子／河出書房新社　 児童書  ●『図書館のふしぎな
時間』福本友美子／玉川大学出版部 ●『くいしん
ぼうのサンタクロース』中川ひろたか／教育画劇 
●『ムーミントロールと金のはっぱ』トーベ・ヤン
ソン／徳間書店 ●『世界秘境マップ』ディラン・
スラス／飛鳥新社 ●『湖の国』柏葉幸子／講談社

■クリスマスおはなし会　12 月 14 日（土）午前 10 時 30 分～

■本館・加悦分室　１月 11 日（土）　午前 10 時 30 分～

・加悦分室：加悦読み聞かせ会
・野田川分室：マザーグースの会　によりそれぞれ行います
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「蕪村顕彰全国俳句大会」の事前投句入賞作品と
「令和のＢｕｓｏｎ俳句大賞」の入賞作品をご紹介します

【
自
由
題
の
部
】　

三
句
一
組
で
募
集

し
、
２
３
８
５
句
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
稲い
な
は
た畑

廣こ
う
た
ろ
う

太
郎
先
生
、
山や

ま
田だ

佳よ
し

乃の

先
生
の
選
に
よ
る
入
賞
８
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞

　
捩
花
の
ひ
と
つ
が
大
事
母
の
庭

真ま

隅す
み

　
素も
と
子こ

（
東
京
都
）

●
京
都
府
知
事
賞	

	

南
瓜
切
る
小
さ
き
母
の
身
を
乘
せ
て

加か

じ治
　
道み

ち
子こ

（
徳
島
県
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
ふ
く
ら
み
て
よ
り
音
と
な
る
滝
頭

神じ
ん

　
春し
ゅ
ん
ら
い雷（

青
森
県
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
白
熱
灯
さ
げ
て
機
織
る
六
花

糸い
と

井い

　
範の
り

子こ

（
京
都
府
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
蒲
公
英
や
旅
立
つ
た
め
の
風
を
よ
む

吾わ
れ

亦も
こ
う紅

（
大
分
県
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
一
湾
の
水
母
に
星
の
移
り
け
り

大お
お
や
ま山

　
文ふ

み
子こ

（
京
都
府
）

●
稲
畑
廣
太
郎
賞

　
一
粒
の
真
珠
涼
し
き
薬
指

東ひ
が
し　

優ま
さ

子こ

（
三
重
県
）

●
山
田
佳
乃
賞

　
夏
椿
け
ふ
の
空
へ
と
け
ふ
の
花

伴ば
ん

　
明あ

き
子こ

（
岡
山
県
）

【
前
書
俳
句
の
部
】　
俳
句
の
背
景
等
を

書
い
た
20
字
以
内
の
前
書
と
と
も
に
選

考
す
る
も
の
で
６
８
０
句
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
山や
ま

尾お

玉た
ま

藻も

先
生
、
田た

中な
か

春し
ゅ
ん
せ
い生

先
生
の
選
に
よ
る
入
賞
５
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞	
	

　
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
悼
む

　
献
花
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
炎
天
下

大お
お
は
し橋

　
節せ

つ
子こ

（
兵
庫
県
）

●
京
都
府
知
事
賞

　
儚
儚
七
十
余
年
　
空
襲
に
逝
き
し
と
も
が
ら
は

　
か
げ
ふ
み
の
か
げ
の
は
な
れ
て
か
げ
ろ
ふ
に

　
　
　
　
　
山や
ま
う
ち内

　
利と

し
男お

（
京
都
府
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
ス
ロ
バ
キ
ア
へ
の
通
過
駅

　
国
境
駅
花
菜
の
海
へ
置
き
去
り
に

米よ
ね
た
に谷

　
勝か

つ
子こ

（
兵
庫
県
）

●
宮
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
死
期
近
き
夫
の
看
病

　
万
緑
や
ま
だ
あ
き
ら
め
て
な
ら
ぬ
こ
と

竹た
け
う
ち内

　
澄す

み
子こ

（
兵
庫
県
）

●
山
尾
玉
藻
賞

　
ず
ぶ
濡
れ

　
叱
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
水
遊
び

谷た
に
が
わ川

　
治お

さ
む（

東
京
都
）

●
田
中
春
生
賞

　
亡
き
父
の
大
事
に
し
て
い
た
プ
ラ
モ
デ
ル
が

　
水
遊
び
盥
に
戦
艦
大
和
あ
り

浅あ
さ
お
く奥

　
尚し

ょ
う
じ司
（
京
都
府
）

第
八
回
与
謝
野
町
蕪
村
顕
彰
全
国
俳
句
大
会

令
和
の
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞

与
謝
野
町
内
の
小
中
高
校
で
実
施
し

て
い
る
俳
句
教
室
の
成
果
発
表
の
場
と

し
て
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

一
人
一
句
で
９
１
９
句
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。入
賞
10
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
令
和
の
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
大
賞

　
涼
風
は
遠
く
は
な
れ
た
地
の
匂
い

江え

川が
わ

　
愛ま

な
み望

（
江
陽
中
二
年
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
カ
タ
ツ
ム
リ
大
き
い
リ
ュ
ッ
ク
背
負
っ
て
る

稲い
な

木き

　
葵あ
お
い唯

（
橋
立
中
一
年
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
ス
イ
カ
わ
り
先
生
の
足
た
た
い
た
よ

河か
わ

田だ

　
果か

ほ歩
（
市
場
小
四
年
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
授
業
中
ふ
わ
っ
と
香
る
き
ん
も
く
せ
い

田た

の野
　
菜な

摘つ
み

（
加
悦
中
三
年
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
花
吹
雪
新
た
な
出
会
い
連
れ
て
く

番ば
ん

　
春は

る瑠
（
加
悦
中
三
年
）

●
宮
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
橋
立
を
光
が
包
む
揚
花
火

羽は

渕ぶ
ち

　
真ま

ほ穂
（
橋
立
中
一
年
）

●
天
野
逸
風
子
賞

　
平
泳
ぎ
か
え
る
気
分
に
な
っ
た
ぼ
く

新あ
ら

井い

　
大お

お
じ
ろ
う

虹
朗(

桑
飼
小
六
年
）

●
白
数
宏
子
賞

　
だ
ん
ご
む
し
ま
る
く
な
っ
て
る
な
つ
の
に
わ

今い
ま
田だ

　
理り

仁ひ
と
（
与
謝
小
一
年
）

●
千
賀
壱
郎
賞

　
声
あ
げ
て
花
火
ま
つ
り
の
空
あ
お
ぐ

細ほ
そ

見み

　
武た
け

志し

（
桑
飼
小
三
年
）

●
南
う
み
を
賞

つ
る
か
ら
む
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
家
族
ぶ
ら
さ
が
り

太お
お

田た

　
花は

な菜
（
石
川
小
四
年
）

入
賞
者
の
皆
さ
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
第
八
回
与
謝
野
町
蕪
村
顕
彰
全
国

俳
句
大
会
」
お
よ
び
「
令
和
の
Ｂ
ｕ
ｓ

ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
の
入
賞
作
品
は
、
11

月
24
日
の
俳
句
大
会
で
発
表
・
披
露
さ

れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
俳
句
大
会
当
日
の
詳
細
は
広

報
よ
さ
の
１
月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

自
由
題
、前
書
俳
句
合
わ
せ
て
全
国
各
地
か
ら
８
１
２
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

第八回与謝野町蕪村顕彰全国俳句大会受賞者

与謝小学校と合同訓練を実施しました

がんばってます！消防団 編集 ● 第 10 分団

与謝野町消防団では、毎年 11 月に与謝小学校の児童の皆
さんと合同の防災訓練を実施しています。12 回目となる今
回の訓練は、実際に火災発生を想定した消火訓練を実施し、
児童たちは消防団員の指導の下、バケツリレーにより速やか
に水を運搬する作業を行いました。児童たちは、はじめは慣
れない手つきで戸惑っていましたが、徐々に作業に慣れ、元
気の良い掛け声のもと、手際よくバケツを運搬できるように
なりました。

これから暖房器具を使用する機会が増えることに加え、空
気も乾燥し火事の発生する危険性が高まる季節になります。
今回の訓練を経て、児童たちは消火の大変さや火事を起こさ
ない事の大切さを学んだと思います。皆さんも日ごろから防
火意識を高めていただき、火事を未然に防ぐことが出来るよ
う備えておきましょう。

以下の点を心がけ、火事を未然に防ぎましょう！

□

□
□
□
□

ストーブの近くに燃えやすいもの（洗濯物、ふとん、カーテン、スプレー
缶など）を置かない
ストーブの上で洗濯物を干さない
使用しないときは電源プラグを抜く
家具などで電源コードを踏まない
使用中、電源コードが熱くないか、焼けた臭いがしないか気をはらう

「火災報知器」や「消火器」の点検も忘れずに！
早くに火災報知器を設置された住宅では、電池交換の時期がきていることも
あります。また、消火器にも使用期限があります。確認しておきましょう。

　
与謝野町消防団では、若い団員の増加を目指して積極的に新入団員を募集していま

す。地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わず、地域に密着
し町民の安全と安心を守る重要な役割です。消防団員は、町内に居住し、18 歳以上
で健康な方であればどなたでも入団できます。

あなたも消防団員として活動してみませんか？  　　問　防災安全課　☎ 43-9011

 求む！
消防団員
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まちの 話題 お届けしますまちの 話題 ワイド
与謝野町文化祭・小中学校音楽フェスティバル

まちの 話題 ワイド

町長の講話から感じたことを共有し、膝を突き合わせての意見交換

策があるのか」また「持続可能な環境構築を実現す
るため実際に何をしているのか」などの質問が生徒
から町長へ投げかけられ、生徒と町長の間でかった
つな意見が交わされました。参加した生徒からは「一
瞬一瞬を大切にし好奇心や直感に従う」「いろいろ
な人との出会いのなかで自分の目標が可能性を広げ
る」などの町長の強い言葉が印象に残ったと感想を
残しました。

宮津高校生と与謝野町長との対話授業
人生の岐路に立つ高校生が未来を考える

今年で 6 回目の開催となった「宮津
高校生徒と与謝野町長との対話授業」。
今年は「人生」をテーマに、山添町長（以
下、「町長」）がこれまでの人生を振り
返りながら、参加した生徒たち９人に
これからの人生を歩んでいくうえで大
切にしてほしいことを自身の経験を元
に伝えました。

はじめに、町長自ら「18 歳でフラ
ンス留学を決心したこと、留学先での
出会い、そして生まれ育ったこの町を
よりよい場所にしていきたいと故郷に
戻る決意をしたことが人生のターニン
グポイントだった。強い好奇心を持っ
て生きることや時には立ち止まり自分
自身に向き合う勇気を持つこと、弱さ
を隠さず自分に正直に生きることが大切だというこ
とを、それぞれの経験から学ぶことができた」と、
生徒に紹介。また、まちづくりで現在進めている政
策の紹介をしました。その後、町長の講話から感じ
たことを生徒同士で整理し、町長と意見交換を行い
ました。

意見交換では「なぜ町長になろうと思ったのか」
「少子高齢化の中で経済成長するにはどのような政

●丹鉄ふれあいまつり

公共交通を親しみ楽しむイベント
11 月 15 日 に

公益財団法人京都
市男女共同参画推
進協会職員の久保
智里さんを講師に、
元気館で DV（ド
メスティック・バ
イオレンス）防止
啓 発 講 座「DV を
知る・考える～そ
の背景にあるもの～」が開催されました。DV とは
何か、性別役割意識やデート DV の危険性などさま
ざまな内容について知ることができました。多く
の参加者から「DV の理解度が増えた」と感想をい
ただき、今後もすべての人の人権が等しく尊重され、
暮らすことができる社会を実現できるよう啓発に努
めます。

講師との質疑応答の一幕

●ＤＶ啓発講座

DV の背景を知り考える
11 月２日に京都丹後鉄道与謝野駅において、「丹

鉄ふれあいまつり～丹鉄でおいで～な！～」が開催
されました。当日は新型車両ＫＴＲ３００形やタン
ゴエクスプローラーの臨時運行、レールスター乗車
体験のほか、丹鉄職員によるバンド演奏やご当地
ヒーローショー、保育園児による歌とダンスのパ
フォーマンスが披露されました。丹鉄オークション
では貴重な鉄道関係品が取り引きされ、たくさんの
利用客でにぎわいました。

京都丹後鉄道利
用促進協議会では、
引き続き多くの方
が利用しやすい公
共交通として、京
都丹後鉄道利用促
進を推進していき
ます。 山田保育所園児による出し物

与謝野町小・中学校音楽フェスティバル

④

②

⑦

①

⑥

①

③ ④

②

⑤

①加悦吟舞クラブ連合会による息の合った吟舞　②与謝野弦楽合奏

団による演奏　③野田川太極拳教室が華麗な太極拳を披露　④生田

流生派琇邦会の子どもたちによる箏の演奏　⑤レディースエコーに

よる爽やかなコーラス　⑥展示会場で水彩画を拝見する来場者　

⑦美しい音色を奏でるオカリナ演奏

11 月６日、野田川わーくぱるで年に一度の子どもた
ちの音楽の祭典「与謝野町小・中学校音楽フェスティ
バル」が開催され、子どもたちの合唱が披露されまし
た。今年は石川小学校による合唱から始まり、市場小
学校、山田小学校、三河内小学校、岩滝小学校がそれ
ぞれ合唱を披露。振り付けを交えた合唱など学校ごと
にアレンジを加えた合唱が披露され、この日のために
練習を重ねてきた子どもたちの歌声が会場いっぱいに
響き渡りました。その後、橋立中学校による合唱が行
われ、迫力ある歌声が来場者を魅了していました。

⑤

③

①加悦小学校の合唱　②市場小学校
の合唱　③三河内小学校の合唱　④
橋立中学校の合唱　⑤山田小学校の
合唱　⑥石川小学校の合唱　⑦岩滝
小学校の合唱

与謝野町文化祭
11 月 3、4 日の 2 日間、野田川わーくぱる、野田川体育

館を会場に「与謝野町文化祭」（主催：与謝野町文化協会、
与謝野町文化祭実行委員会）が開催されました。2 日間にわ
たり展示発表が行われた野田川体育館には、絵画や写真、生
け花などたくさんの作品が展示され、多くの方々が鑑賞に訪
れました。4 日には野田川わーくぱるでステージ発表が行わ
れ、コーラスやアカペラ、大正琴などの演奏や３Ｂ体操、太
極拳などが披露されました。

⑦⑥
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・
骨
折
、
脱
臼
の
応
急
手
当

▽ 

医
師
の
同
意
書
が
あ
る
場
合
に
保
険

証
が
使
え
る
場
合

・
骨
折
、
脱
臼

▽ 

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
（
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労
や

肩
こ
り
、
腰
痛
、
体
調
不
良
な
ど

・
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
保
健
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の
な
ど

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

▼ 

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
傾
向

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
一

人
一
人
が
、
医
療
機
関
の
適
正
受
診
と
、

特
定
健
診
や
各
種
検
診
の
積
極
的
な
受

診
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
、
そ
し
て
予
防
と
健
康
づ
く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬

品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る

同
じ
有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い
お

薬
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
こ
と
で
医
療
費
の
節
減

に
な
り
ま
す
。
変
更
可
能
で
あ
れ
ば
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

の
施
術
に
は
保
険
証
の
使
え
る
場
合
と

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
適
用
範
囲
の
誤
解
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受
診
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施

術
を
受
け
ら
れ
る
前
に
き
ち
ん
と
確
認

し
て
正
し
く
施
術
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

▽ 

保
険
証
が
使
え
る
場
合

・
ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ

資
格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
退
職
さ
れ
た
事
業
所
か

ら
保
険
喪
失
証
明
書
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
に
な
れ
な
い
？
】

例
え
ば
、
息
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す

る
方
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
息
子
さ
ん
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
息
子
さ
ん
の
保
険
料
が
増
え
る
こ

と
も
な
く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国
保
税

も
か
か
ら
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
例
に

該
当
し
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
職
場
の
健
康
保
険
の
認
定
基
準
に

つ
い
て
は
、
勤
め
先
も
し
く
は
加
入
さ

れ
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
事
故
に
あ
っ
た
場
合
保
険
証
は
使
え
る
？
】

万
が
一
、
交
通
事
故
等
に
遭
わ
れ
た

場
合
は
、
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
必
ず
役
場
へ
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の
よ
う
な

第
三
者
に
よ
る
行
為
で
ケ
ガ
を
さ
れ
た

場
合
は
、
原
則
、
そ
の
加
害
者
の
責
任

に
よ
り
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、

早
期
の
治
療
優
先
の
た
め
一
旦
保
険
適

用
と
し
て
、
国
保
が
加
害
者
に
請
求
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
万
が

一
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、

助
け
合
う
と
い
う
制
度
で
す
が
、
医
療

費
の
増
加
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
と

な
っ
て
お
り
、
適
正
な
国
保
運
営
を
行

う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

届
出
は
忘
れ
ず
に

以
下
の
よ
う
な
場
合
、
国
保
へ
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
（
ま
た

は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
）

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

■ 

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
（
ま

た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た
）

・
死
亡
さ
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
と
き

■ 

そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

・
就
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出
す
る

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い

【
会
社
を
退
職
し
国
保
に
加
入
す
る
と
き
は
？
】

注意してください！
■ 職場の健康保険に加入されたとき等、国保を脱退する届出をさ

れないと、国保の資格が残ったまま保険税が二重にかかります。
■ 転出、職場の健康保険に加入などで国保資格を喪失したら、直

ちに使用を中止し保険証を返却してください。（資格喪失後に国
保の保険証を使って受診したとき国保負担分を後日請求するこ
とがあります）

～ 保険税の納付は便利な口座振替をご利用ください！～

与謝野町国民健康保険からのお知らせ
国民健康保険の適正化にご協力ください

問　保健課 ☎ 43-9021
アベリスツイスの高校生が与謝野を訪問！

～お互いの文化への理解を深め、平和な世界をつなぐ人材育成を目指して～

与謝野町と英国・ウェールズにあるアベリスツイスとの交流は、第二次世界大戦中、日本軍の捕
虜となり大江山ニッケル鉱山で労働を強いられた英国軍兵士の故フランク・エバンス氏が、昭和
59 年に旧加悦町を訪問し、大江山運動公園に平和を願う慰霊碑を建立したことをきっかけに始ま
りました。平成 4 年からは友好の架け橋として高校生の相互派遣交流を進め、さらに平成 27 年か
らはアベリスツイス大学と包括連携協定を締結し、大学生の受け入れも行うなど年々交流が深まっ
ています。今年は、10 月 25 日から 11 月２日までアベリスツイスの高校生３人と引率者２人を受
け入れましたのでその様子をお伝えします。

アベリスツイスと高校生の相互派遣を
行っているこの事業は、お互いの国や文
化への理解を深め、戦争のない平和な世
界を目指す人材を育成するという大きな
目的を持っており、与謝野・アベリスツ
イス友好協会が中心となって行われてい
ます。

13 回目の受け入れとなった今回の交
流では、高校生は、町内のご家庭への
ホームステイや、こども園・小学校・中
学校・高校での交流に加え、機織工場の
見学や染色体験などを通じて与謝野町の
地場産業である織物に対する理解を深め
ました。与謝野町の美しい風景や、食の
豊かさ、人々のあたたかいもてなしに終
始感激している様子でした。また、最終
日には広島平和記念資料館・原爆ドーム
等を訪れ、本事業のきっかけとなった平
和の大切さを学びました。

来年は与謝野町の高校生がアベリスツ
イスを訪問する予定となっています。今
後も交流を深め、この友情と平和が永遠
に続くようにという願いを未来ある子ど
もたちに託していきます。

①江陽中学校で書道体験　②加悦谷高校ではアベリスツイスの高校生自らが
アベリスツイスを紹介　③日本の文化である座禅を体験　④染色センターで
T シャツ染めを体験　⑤フランク・エバンスさんの慰霊碑を訪問

①

③②

⑤④

町 政  News & Information

YOSANO AGRICYCLE
与謝野町の農業がわかるポータルサイト

町内の農業の取り組みから日々のお知ら

せ情報まで知りたい農業情報が満載のホー

ムページです。ホップ

栽培をはじめ、京の豆っ

こ米や ICT 農業の取り

組み、各種イベントの

案内を行っています。

ぜひご覧ください！
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自転車道の愛称が

『 天橋立ちりめん自転車道 』
に決定しました

問　京都府丹後土木事務所企画調整室 ☎ 0772-22-2143

京都府では、田井大垣および加悦岩滝自転車道の愛称について公募を行ったところ、全国から 516
通の応募があり、厳正な選定の結果、『天橋立ちりめん自転車道』に決定しました。この愛称は、宮津・
与謝野地域の情景を連想でき、全国的に有名である「天橋立」と「ちりめん街道」の両地域の代名詞
を活かした名称となっています。今後、対象区間において標識を順次設置するなど、府民の皆さんに
親しんでいただけるよう広く PR していきます。

加
悦
谷
高
等
学
校(

以
下
、

「
加
悦
高
」)

の
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
長は

せ
が
わ

谷
川
で
す
。
こ
の
11

月
か
ら
、
与
謝
野
町
の
高
校

魅
力
化
推
進
事
業
の
取
り
組

み
と
し
て
、
加
悦
高
生
と
与

謝
野
町
内
中
学
校
の
中
学
生

を
対
象
と
し
た
生
き
る
力
育

成
講
座
「
探
Q
ゼ
ミ
（
仮
）」

を
開
講
し
ま
し
た
。

体
験
講
座
と
第
１
回
目
の

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
体
験
講
座

で
は
20
人
弱
、
第
１
回
目
講

座
で
は
40
人
弱
の
中
高
生
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
が
教
育
の
分
野
に
携
わ

り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、

「
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
た

子
ど
も
を
増
や
し
た
か
っ
た

か
ら
」で
す
。
私
が
思
う「
生

問　社会教育課 ☎ 43-9026

地域おこし協力隊通信 42
加悦高魅力化コーディネーター 長谷川隊員

人
た
ち
に
と
っ
て
も
社
会
に

と
っ
て
も
ど
れ
だ
け
よ
い
だ

ろ
う
、
と
強
く
感
じ
て
お
り
、

そ
れ
が
教
育
に
携
わ
り
た
い

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
答
え
の
な
い

問
題
」
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
探
Ｑ
ゼ
ミ
（
仮
）
は
ま
さ

に
や
り
た
い
こ
と
の
一
つ
と

も
言
え
ま
す
。

体
験
講
座
も
第
１
回
目
の

講
座
も
思
っ
た
以
上
の
反
応

を
い
た
だ
け
て
非
常
に
う
れ

し
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

背
景
に
は
、
各
学
校
関
係
者

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
や
応
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

開
催
す
る
た
び
に
多
く
の

課
題
点･

改
善
点
が
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
３
月
ま
で

開
催
し
て
い
き
ま
す
が
、
出

て
き
た
課
題
は
そ
の
都
度
、

き
る
力
」
と
い
う
の
は
、
主

に
『
思
考
力
』、『
実
践
力
』

そ
し
て
『
表
現
力
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）』
で
す
。

私
は
こ
れ
ら
の
力
を
、
30

歳
以
降
、
個
人
事
業
を
と
お

し
て
身
に
つ
け
ま
し
た
。
で

も
、
も
っ
と
早
い
段
階
で
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
ら
…
…
と
い
う
、
あ
る
種

の
後
悔
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
そ

れ
が
備
わ
っ
て
い
た
ら
、
本

解
消
し
て
、
次
の
回
に
臨
み

ま
す
し
、
参
加
し
て
く
れ
る

中
高
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
有
意
義
な
場
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
次
回
は
12
月
21
日
で
す
！
）

探
Ｑ
ゼ
ミ
（
仮
）
は
他
の

丹
後
地
域
に
は
な
い
与
謝
野

町
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で

す
。
皆
さ
ん
の
周
り
の
加
悦

高
生･

中
学
生
の
方
に
、
ぜ

ひ
、
お
勧
め
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

体験講座でのひとコマ

第 1 回講座でのひとコマ

水
仙
の
球
根
を
植
え
ま
し
た

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

10/18 明石香河線道路法面復旧工事 香河地内 1 者 株式会社井田建設 1,204 1,060 1,100 91.36 R1/10/26
～ R2/1/31

10/18 男山浄水場耐震診断業務委託 男山地内 6 者 株式会社新大阪エンジニ
アリング福知山事務所 11,980 － 10,000 83.47 R1/10/25

～ R2/3/25

10/18 災害に強い森づくり事業　測量
設計業務委託

下山田地
内 4 者 京都府森林組合連合会 1,344 － 1,190 88.54 R1/10/26

～ R2/2/28

問 　総務課 ☎ 43-901010 月入札結果

花
を
育
て
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
生

命
の
尊
さ
を
実
感
し
友
だ
ち
と
協
力
し

合
う
大
切
さ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
「
人
権
の
花
運
動
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
10
月
16
日
に
与
謝
小

学
校
で
人
権
の
花
運
動
の
植
付
け
式
を

行
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
同
校

３
・
４
年
生
21
人
が
参
加
し
、
人
権
擁

護
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
で
人

権
に
関
す
る
お
話
と
、
身
近
な
人
に
相

談
で
き
な
い
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員
さ

ん
に
相
談
す
る
方
法
（
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ

ニ
レ
タ
ー
）
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
丹
後
・
中
丹
人
権
啓
発
活
動

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
人
権

の
花
「
水
仙
」
の
球
根
が
子
ど
も
た
ち

に
贈
ら
れ
、
植
え
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。

人権の花運動を実施しました
問　住民環境課 ☎ 43-9030

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

12/27（金）まで
固 定 資 産 税　第４期
国民健康保険税　第７期

今月の納期

１/ ６（月）まで
介 護 保 険 料　第７期

町 政  News & Information
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和元年 10 月末現在

まちのうごき

人　口 21,426 人（－ 16）

　男　 10,241 人（－ 10）

　女　 11,185 人（－ 6）

世帯数 9,077 戸（15）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



年 末 年 始 「 役 場 等 の 業 務 日 程 」

※ 椿文化資料館は冬季休館中です

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

空
き
家
の
雪
下
ろ
し
な
ど

適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

空
き
家
は
、
そ
の
所
有
者
や
管
理
者
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
管
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す

が
、
降
雪
期
に
は
屋
根
の
雪
が
放
置
さ
れ
て
建

物
が
倒
壊
し
た
り
、
空
き
家
か
ら
落
下
し
た
雪

が
近
隣
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
雪
と
い
う
自
然
現
象
が
原
因
だ
と
し
て

も
、
空
き
家
を
放
置
し
他
人
に
損
害
を
与
え
た

場
合
は
、
空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者
が
損
害

賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
空

き
家
の
所
有
者
・
管
理
者
の
方
に
は
、
迷
惑
な

空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う
、
雪
の
処
理
は
業
者

に
依
頼
す
る
か
、
近
隣
住
民
の
方
に
お
願
い
で

き
る
場
合
は
事
前
に
お
願
い
し
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
空
家
総
合
相
談
窓
口
（
総
務
課
内
）

☎
４
３・９
０
１
０

与
謝
野
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
交
付
申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す

与
謝
野
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換

券
の
交
付
申
請
期
間
を
12
月
27
日
（
金
）
ま
で

延
長
し
ま
す
。
申
請
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

７
月
下
旬
に
「
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
が
ま
だ
の
方
は

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
請
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
子
育
て
世
帯
該
当
者
に
つ
い

て
は
申
請
不
要
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業　
消
費
税
・
地
方

消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
住
民
税
非

課
税
者
や
子
育
て
世
帯
（
０
歳
～
２
歳
児
）
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ

と
を
目
的
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を

行
う
も
の
。

対
象
者　
令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）
住
民

税
非
課
税
者
（
課
税
基
準
日
平
成
31
年
１
月
１

日
）　
※ 

住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶

者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
被
保
護
者
等
を
除

く購
入
限
度
額　
券
面
額
２
万
５
０
０
０
円
（
販

売
額
２
万
円
）　
※ 

券
面
額
５
０
０
０
円
（
販

売
額
４
０
０
０
円
）
で
の
分
割
販
売

申
請
窓
口　
野
田
川
庁
舎
住
民
環
境
課

※ 

諸
事
情
に
よ
り
野
田
川
庁
舎
で
の
申
請
が
困

難
な
方
は
最
寄
り
の
庁
舎
で
も
申
請
可
能
で
す

問　
商
工
振
興
課
☎
４
３・９
０
１
２

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度

与
謝
野
町
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
の
不
正
取

得
を
防
止
す
る
た
め
、
代
理
人
や
第
三
者
が
証

明
書
を
取
得
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た
方

に
そ
の
交
付
の
事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
「
第
三

者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
12
月
10
日
発
行
の
チ
ラ
シ「
住

民
票
の
写
し
等
の
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
ま
せ
ん
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
事
務
所
な
ど

を
営
業
し
、
令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）
に
与

謝
野
町
内
に
事
業
用
の
機
械
、
器
具
、
備
品
な

ど
の
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令

和
２
年
度
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

前
年
ま
で
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
た
方
が
、

売
却
、
廃
業
な
ど
に
よ
り
す
べ
て
の
資
産
が
無

く
な
っ
た
場
合
も
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
前
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
に
は
12

月
中
に
申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は

■
構
築
物　
広
告
用
看
板
、舗
装
路
面
、庭
園
、

塀
等
が
該
当
し
ま
す
。
す
で
に
家
屋
と
し
て
課

税
さ
れ
て
い
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
機
械
・
装
置　
織
物
・
理
容
設
備
等
の
業
務

に
関
連
し
て
使
用
す
る
も
の
全
て
、
ま
た
大
型

特
殊
自
動
車
等
が
該
当
し
ま
す
。

■
車
両
・
運
搬
具　

自
動
車
お
よ
び
荷
車
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ト
ロ
ッ
コ
等
が
該
当
し
ま

す
。
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
器
具
・
備
品　
事
務
机
、
椅
子
、
応
接
セ
ッ

ト
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
複

写
機
、金
庫
、自
動
販
売
機
等
が
該
当
し
ま
す
。

■
そ
の
他　
太
陽
光
発
電
設
備
（
発
電
量
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
住
宅
用
設
備
を
除
く
）
に
つ

い
て
も
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た

め
、
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
必
ず
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
先　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
～
１
月

31
日
（
金
）
の
間
に
税
務
課
へ
。
提
出
に
際
し

必
要
事
項
の
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
税
務
課
☎
４
３・９
０
２
０

与
謝
野
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

与
謝
野
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
本
年
度

第
３
回
）
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

内
容　
第
３
次
与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱（
案
）

に
つ
い
て

問　
企
画
財
政
課
☎
４
３・９
０
１
５

「
里
親
の
こ
と
に
つ
い
て
」出
前
講
座
し
ま
す
！

京
都
府
で
は
、
里
親
っ
て
ど
ん
な
こ
と
す
る

の
？
」「
里
親
に
な
る
の
に
資
格
は
い
る
の
？
」

な
ど
里
親
制
度
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
対
し
、

出
前
講
座
を
し
ま
す
。
各
種
勉
強
会
に
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

講
義
内
容　
「
里
親
制
度
に
つ
い
て
」「
里
親
家

庭
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
」「
里
親

に
な
る
た
め
に
は
」「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
里
親
に

つ
い
て
」「
里
親
体
験
談
」
な
ど　

講
義
時
間　
15
分
～
90
分
程
度
（
応
相
談
）

費
用　
無
料

問
・
申　
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

寄
り
添
い
支
援
チ
ー
ム
（
京
都
市
東
山
区
清
水

４
丁
目
１
８
５・１
）

☎
０
７
５・５
３
１・９
６
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
５・５
３
１・９
６
１
０

※ 

申
込
書
は
子
育
て
応
援
課
に
も
あ
り
ま
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
～
あ
な
た
の
支
援
を

待
っ
て
い
る
子
ど
も
達
が
い
ま
す
～

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
た
め
家
族
と
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
分
の

家
庭
に
受
け
入
れ
、
温
か
く
愛
情
を
も
っ
て

育
て
て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
北
部
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
福
知
山
児
童
相
談
所
）（
☎

０
７
７
３・２
０・１
０
５
１
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

地
域
の
伝
統
文
化
保
存
維
持
費
用
助
成
制
度

助
成
対
象　
地
域
の
民
俗
芸
能
継
承
事
業
、
地

域
の
民
俗
技
術
継
承
事
業

助
成
者　
公
共
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ
リ

テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

申　
令
和
２
年
１
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
社
会

教
育
課
へ

問　
公
共
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

☎
０
３・３
３
４
９・６
１
９
４

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
救
出
を

12
月
10
日
～
16
日
は
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
で
す
。
こ
の
啓
発
週
間
は
、
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

な
が
ら
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
を

解
決
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
国
民
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
拉
致
問
題
を
は
じ
め
、
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

業 務 等

12 月 １月

27 日
（金）

28 日
（土）

29 日
（日）

30 日
（月）

31 日
（火）

1 日
（水）

2 日
（木）

3 日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

役場各庁舎 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

国保診療所 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

ごみ収集 ○ 〇 休 ○ ○ 休 休 休 〇 休 ○

最終処分場　 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

衛生プラント ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

阿蘇霊照苑 ○ 〇 〇 〇 ○ 休 〇 〇 〇 〇 〇
社会体育施設

（グラウンド等） ○ ○ 休 休 休 休 休 休 〇 〇 〇
社会教育施設

（図書館・公民館等） ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ 野田川のみ
○

江山文庫・古墳公園・
旧尾藤家住宅 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ 休

役場各庁舎の FAX 番号を集約します
これまで役場各庁舎で複数のＦＡＸ番号を利用してきましたが、この度、ＦＡＸ番号を各庁舎１つずつに集

約することとなりましたのでお知らせします。廃止となるＦＡＸ番号は、12 月 28 日（土）以降はつながらな
くなりますので、おかけ間違いのないようお願いします。

問　企画財政課 ☎ 43-9015

【今後も利用するＦＡＸ番号】　
【廃 止 と な る Ｆ Ａ Ｘ 番 号】

本庁舎 46-2851、加悦庁舎 42-0528、野田川庁舎 43-0171
本庁舎 46-4630、加悦庁舎 43-2194、43-1451、43-1555、43-0605

指名手配被疑者検挙にご協力を !!
８月末現在、全国警察から指名手配されている者は、約 600 人に上っています。全国警察では総力を挙げ

て追跡調査を行い、早期発見・検挙のための取り組みを行っています。これらの捜査には、町民の皆さんの
ご協力が必要です。施設に掲示している指名手配被疑者ポスター等を見て、よく似ている人を見かけたなど、
どんなささいなことでも警察に通報していただくようお願いします。

問　宮津警察署☎ 0772-25-0110
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宮津与謝病児保育所

対 象 者
与謝野町、宮津市、伊根町、に居住する生後６ヵ月～小学６
年生までの児童（お住まいの市町で利用の事前登録が必要で
す）。医療機関の受診を済ませ、診察医連絡票（医師作成）
を持参ください。

与謝野町・宮津市・伊根町では、10 月 29 日、病気や病気

の回復期にあって、集団保育や登校が困難なお子様を保護者

の勤務の都合等により家庭で看護できない場合、一時的に保

育および看護する「宮津与謝病児保育所『りりふる』」（以下、

「りりふる」）を開設しました。

利用方法（申込方法）
利用したい日の前日午後６時までに（前日が休業日の場合

は、休業日の前日。当日利用の場合は午前 11 時まで）、り
りふる（☎ 46-0025）に電話で予約してください。症状等
をお伺いし、空き状況やお預かりができるかどうか確認しま
す。また、入室時に病児保育事業利用申込書等にご記入くだ
さい。（印鑑が必要になります）

利 用 当 日 の 持 ち 物
①診察医連絡票（医師作成）　②利用登録証　③印鑑
※その他、症状や体調にあったお弁当やおやつ・飲み物、着
替え、タオル、服用中の薬、必要に応じてオムツなどが必要
です。症状、年齢によって必要なものが変わりますので、予
約時にお尋ねください。

利 用 時 間 ・ 休 業 日
【利用時間】　午前７時半～午後６時
【休 業 日】　・土曜日、日曜日および祝日
　　　　　　・ 12 月 29 日～１月３日

定 員
６人／日

場 所
与謝野町字男山 474-2（北部医療センター向かい）

利 用 料 金
１回 2500 円／人（ただし５時間以内の利用は 1500 円／
人）。利用料金は、当日に病児保育所で直接お支払いください。
※ おつりの無いようご用意をお願いします。

利用をお断りするとき
水ぼうそう、はしか、流行性角結膜炎な

ど感染力の強い病気や高熱でぐったりして
いる、下痢・嘔吐がひどい場合など、診察
医が利用不可と判断したときは、おあずか
りできません。

「りりふる」を開設しました

利 用 時 の お 約 束
☆

☆

☆

☆

いつでも連絡が取れるように、保護者の
連絡先をお伝えください。
症状が変化したときは、速やかにお迎え
にきていただく必要があります。
お迎えの時間は必ずお守りください。（午
後６時まで）
緊急を要する場合は、北部医療センター
にて対応します。（その際に要した費用
については、別途ご負担いただきます）

問い合わせ：宮津与謝病児保育所「りりふる」（☎ 46-0025）または子育て応援課（☎ 43-9024）

利用を希望される方は、事前登録が
必要です。各庁舎で事前登録申請書
を受け取り、必要事項を記入の上、
子育て応援課に提出してください。
後日、利用登録証を送付します。

事前登録が必要です

北部医療
センター

り
り
ふ
る

男山
郵便局

至 伊根

りりふるの保育室
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